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（別紙様式第３号）
令和　年　月　日

令和８年度森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策のうちスマート
林業・ＤＸ推進総合対策のうちデジタル林業戦略拠点構築推進事業に係
る課題提案書
　　　　　　　　　

　林野庁長官　殿

　　　　　　　　　　　　　　提案者　住　所

商号又は名称

代表者氏名　　　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　　　　　　　

　標記について、下記のとおり関係書類を添えて提案します。


記

１　提案者の概要
２　事業の概要
３　事業を実施するために必要な経費
４　同種事業の経験・実績等
５　規約、役員名簿、コンソーシアムの事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット、提案概要資料等

 １　提案者の概要
	コンソーシアム
	名称：

	代表機関
	商号又は名称：
代表者役職：
氏名：
住所：

	代表者
	代表者氏名：
所属肩書：
連絡先E-mail：
連絡先電話番号：
連絡先住所：

	事業担当予定者
	担当者氏名：
所属肩書：
連絡先E-mail：
連絡先電話番号：
連絡先住所：

	経理統括責任者
	経理統括責任者氏名：
所属肩書：
連絡先E-mail：
連絡先電話番号：
連絡先住所：
経理規定等の有無：




２　事業の概要
	１．事業計画

	（１）実施体制
地域コンソーシアムの全構成員の情報について記載してください。
（記載例）
	職種等
	法人等の名称
	代表者名
	その他

	都道府県
	
	
	

	市町村
	
	
	

	原木供給者
	
	
	

	原木需要者
	
	
	

	金融機関
	
	
	

	大学等
	
	
	

	その他専門家
	
	
	


※職種等：都道府県、市町村、原木供給者（林業事業者、森林組合等）、原木需要者（製材工場、合板工場等）、金融機関、経営の専門家（士業等）、大学等（大学等の教育・試験研究機関）、林業支援サービス事業体、機械メーカー
地域コンソーシアムの実施体制図を作成し、構成員の関係性や役割分担等について明示してください。
本事業の事務、進行管理、指導監督等を実施するための実施体制・人員について記載してください。（具体的に予定している者がいる場合には、具体名及びその者が適当な理由）

（２）令和８年度の実証テーマ
・各テーマの取組の概要を端的に記載してください。
※基幹事業のア生産管理は必ず実施が必要です。基幹事業に追加して、任意で提案事業（イ資源管理、ウ造林、エ通信、オ森林サービス）に取組むことも可能です。
（記載例）
	基幹事業

	
	ア生産管理

	
	
	①基幹実用

	
	
	②基幹未実用

	提案事業

	
	イ資源管理

	
	ウ造林

	
	エ通信

	
	オ森林サービス



（３）令和８年度実証テーマの詳細な内容
（a）背景、ニーズ、目的、課題、既往の成果
実証に取組む背景・ニーズ・目的・課題について記載してください。また、地域コンソーシアム（又はその構成員）が取り組んできたスマート林業（ＩＣＴを活用した資源管理・生産管理）の実証・実践に関する既往の成果について記載してください。
　（記載例）
	ア①生産管理（基幹実用）

	ア②生産管理（基幹未実用）

	イ資源管理

	ウ造林

	エ通信

	オ森林サービス


（b）具体的な内容及び目標
具体的な内容及び目標（課題の解決策やデジタル技術の活用方針等）について記載してください。
※１ 複数工程や複数事業者間のデータ連携（システム構築等）を実施する場合、物流・商流・情報流等に関するフロー図を記載してください。
※２ 基幹未実用（ア②）の場合、別添１の２（３）②を確認の上、実用化段階に至っていない技術に相当する理由を記載してください。
※３ 導入する資機材等の個数についても、可能な限り記載してください。
　（記載例）
	ア①生産管理（基幹実用）

	ア②生産管理（基幹未実用）

	イ資源管理

	ウ造林

	エ通信

	オ森林サービス


（c）コーディネーター等の人材活用
伴走支援機関と連携するコーディネーターに期待する役割、現地出張等による検討会等への想定参加回数について、別添１の２（２）を確認の上、記載してください。
※１ 林野庁又は伴走支援機関からの推薦を希望する場合、どのような観点・分野での助言を希望するか人材像について、記載してください。
※２ 地域コンソーシアム側で推薦する場合、推薦する者の情報（氏名または法人名、肩書き、林業でのデジタル技術活用の実績、推薦理由等）を記載してください。
（d）自己負担金の資金調達予定
自己負担金について、どのような財源（例：コンソーシアム構成員の分担金、県費、銀行借入等）から資金調達する予定かについて記載してください。
（e）事業終了後の自走化
事業終了後の自走化について目指す将来像（構成員それぞれの意識と行動の変容、資金確保や利益創出等）や、自走化するための取組・工夫する点を記載してください。
	将来像
	

	取組・工夫
	


（f）森林の集積・集約化、施業地の確保
　　　地域における森林の集積・集約化、施業地の確保に係る取組状況、集約化の状況を踏まえて本事業の実施に当たり工夫する点、本事業によって森林の集積・集約化、施業地の確保の促進につながる点を記載してください。
（g）成果の検証・とりまとめ
成果の検証・とりまとめに関して、工夫する点について記載してください。

（４）事業実施の年間スケジュール
令和８年度における検討会、実証活動等の開催予定について記載してください。


（記載例）
	４月
	５月
	６月
	７月
	８月
	９月
	10月
	11月
	12月
	１月
	２月
	３月

	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	
	



（５）複数年度にわたる実証計画
複数年度（原則、２年間を上限とする。）にわたる実証を計画する場合、年度ごとに事業計画の概要と資金調達計画が分かるように記載してください。
また、事業終了後の自走化した将来像（実証から現場実装に移行し、システム等運用コストを賄える状態）についても記載してください。
（記載例）
	
	実証１年目
	実証２年目
	事業終了後

	実証計画
	
	
	

	資金調達計画
	
	
	

	
	事業費
	
	
	

	
	国庫補助金
	
	
	

	
	自己負担金
	
	
	

	
	自己負担金の調達先
	
	
	




	２．事業効果(事業実施によって得られる効果を記載)

	（１）定量的目標
（a） デジタル技術の導入効果について、林野庁ホームページ掲載の「デジタル林業関連技術 導入効果額算定資料」の算定表を参考にして、目標を記載してください。
ＵＲＬ：https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/digital/digital.html
（記載例）
	数量
	実証地区の施業数量
	m3

	
	地域コンソ全体の取扱数量
	m3

	項目
	実証前
	実証終了後
	差額

	効果（＋）
	費用削減
	事業地確保
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	伐採計画
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	路網計画
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	路網作設
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	伐木・造材・集材
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	トラック運材
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	販売経費
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	その他
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	販売価格向上
	量の効果
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	
	質の効果
	円/m3
	円/m3
	円/m3

	
	効果額計
	円/m3

	費用（－）
	各システム投資額計
	－
	円/m3
	円/m3

	
	各システム運用費計
	－
	円/m3
	円/m3

	
	費用計
	円/m3

	導入効果額
	円/m3



（b） デジタル技術の活用について、実施数量（実証活動や通常業務での素材取扱量や構成員の活動全体に占める割合等）の目標を記載してください。
※材積ベースまたは面積ベースのいずれか一方の記載でもかまいません。
（記載例）
	
	実証１年目
	実証２年目
	事業終了後

	材積ベース
（素材生産・流通等）
	m3
（%）
	m3
（%）
	m3
（%）

	面積ベース
（森林施業等）
	Ha
（%）
	Ha
（%）
	Ha
（%）



（２）定性的目標
デジタル技術の定性的な導入効果（森林管理、苗木生産、造林、公益的機能増進、労働安全衛生等）がある場合、記載してください。（任意記載）

（３）デジタル林業戦略拠点構築に向けた進捗
（a）デジタル林業戦略拠点の構築に向けた進捗に関して、記載例で示す項目について、計画を記載してください。
（記載例）
	
	実証１年目
	実証２年目
	事業終了後

	組織体制
	
	
	

	資金調達
	
	
	

	活動内容
	
	
	

	改善プロセス
	
	
	

	人材育成
	
	
	

	ＩＣＴ活用・リテラシー
	
	
	


計画の記載に当たっては、「デジタル林業戦略拠点に関する地域コンソーシアムの進捗度（イメージ）」
（ＵＲＬ：https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/digital/digital.html）を参考にして、できるだけ具体的に記載してください。

（b）デジタル林業戦略拠点の構築に向けた進捗に関して、チェックリストに基づき、５段階評価で自己評価点数を記載してください。
（記載例）
	
	R８実証
開始前
	実証
終了後
	
	
	R８実証
開始前
	実証
終了後

	組織体制
	
	
	
	改善プロセス
	
	

	① 地域コンソの組成
	5
	5
	
	① デジタル化の情報収集
	5
	5

	② 総論の合意形成
	5
	5
	
	② 地域に適した技術の選択
	5
	5

	③ 金融･大学･研究機関参画
	5
	5
	
	③ 精度検証･導入効果の算出
	3
	4

	④ 利害関係者の調整
	3
	4
	
	④ 地域に適した改良
	3
	4

	⑤ 合意形成の場の機能
	1
	3
	
	⑤ デジタル技術を常用
	2
	3

	⑥ 外部支援者の助言
	1
	3
	
	⑥ 改善プロセスの確立
	1
	3

	⑦ 各論の合意形成
	1
	3
	
	
	
	

	資金調達
	
	
	
	人材育成
	
	

	① 活動費の規模
	5
	5
	
	① 視察・研修等の人材育成
	5
	5

	② 補助金で実証
	4
	5
	
	② コア技能者の配置
	3
	4

	③ 資金調達計画の立案
	2
	4
	
	③ 外部支援者による助言
	3
	4

	④ 分担金等の資金調達
	1
	3
	
	④ ICTスキル習得方法確立
	1
	3

	活動内容
	
	
	
	ICT活用・ICTリテラシー
	
	

	① 課題の明確化
	5
	5
	
	① 具体例・メリットの理解
	5
	5

	② 作業工程の特定
	5
	5
	
	② 機器・ソフトの操作
	5
	5

	③ 事業計画の作成
	5
	5
	
	③ アナログ手法のデジタル化
	5
	5

	④ 複数者データ連携の実証
	3
	4
	
	④ 業務効率化等の立案
	2
	4

	⑤ 個社・個別での実用化
	3
	4
	
	⑤ 業務効率化の実施
	2
	4

	⑥ デジタル化の規模
	2
	4
	
	⑥ 新たな価値の創出
	1
	3

	⑦ 複数者データ連携の実用化
	1
	3
	
	⑦ 競争力強化への活用
	1
	3



評価点数の記載に当たっては、「スマート林業・ＤＸ実践のための進捗度チェックリスト」
（ＵＲＬ：https://www.rinya.maff.go.jp/j/kaihatu/digital/digital.html）を参考にして記載して下さい。

なお、報告書作成時には、チェックリストの最新版に基づき、進捗を検証していただくことになります。
（４）その他の期待される効果
その他、実証活動の区分ごとに個別目標がある場合、記載してください。（任意記載）



　　事業種目：森林・林業・木材産業グリーン成長総合対策のうちスマート林業・ＤＸ推進総合対策のうちデジタル林業戦略拠点構築推進事業　　　　　　　　　　
	実施項目
	事業内容
	金額
	備考

	（１）検討会開催








（２）コーディネーター等人材活用
（３）実証活動
①基幹実用
②基幹未実用
③提案事業

④資機材調達

（４）報告書作成


	












	             ○○円








             ○○円


             ○○円
             ○○円
             ○○円
            
 ○○円

             ○○円

	技術者給
賃金
謝金
旅費
需用費
役務費
委託費
使用料及び賃借料

〃


〃
〃
〃

使用料及び賃借料
資材機材費
技術者給
賃金
謝金
旅費
需用費
役務費
委託費
使用料及び賃借料



注１：備考欄には、積算内訳を記載してください。なお、積算内訳の作成に当たっては、補助対象経費に留意してください。
　２：積算内訳については、別途詳細な内訳を提出していただくことがあります。
３：人件費の算定については別添２「補助事業等の実施に要する人件費の算定等の適正化について」を参照してください。

３　事業を実施するために必要な経費
　経費の配分
	事業種目
	事業費
（Ａ）＋（Ｂ）
	経費の内訳
	摘要

	
	
	国庫補助金（Ａ）
	自己負担金（Ｂ）
	

	（１）検討会開　　
　催





（２）コーディネーター等人材活用




（３）実証活動
①基幹実用
②基幹未実用
③提案事業
④資機材調達

（４）報告書作　
　成

	    　　○○円






     　　○○円







    　　○○円
   　　　○○円
   　　　○○円
   　　　○○円

   　　　○○円


	          ○○円






          ○○円







          ○○円
          ○○円
          ○○円
          ○○円

          ○○円


	            ○円






            ○円







            ○円
            ○円
            ○円
            ○円

            ○円


	技術者給
       ○○円
謝金
       ○○円
旅費
       ○○円

技術者給
       ○○円
謝金
       ○○円
旅費
       ○○円


	計
	          ○○円
	          ○○円
	          　○円
	


注１：摘要欄には、積算内訳を記載してください。なお、積算内訳の作成に当たっては、補助対象経費に留意してください。
　２：積算内訳については、別途詳細な内訳を提出していただくことがあります。
　３：人件費の算定については別添２「補助事業等の実施に要する人件費の算定等の適正化について」を参照して下さい。

４　同種事業の経験・実績等
	事業の名称
	

	実施年度
	

	応募先機関
	

	助成の金額
	

	事業の内容
	



	事業の名称
	

	実施年度
	

	応募先機関
	

	助成の金額
	

	事業の内容
	



※以下、適宜追加してください。

５　規約、役員名簿、コンソーシアムの事業計画書・報告書、収支計算書、パンフレット、提案概要資料等
※提案概要資料は、Ａ４横版１枚で作成してください。

